
＜家畜防疫対策課＞
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水 際 防 疫 ・ 地 域 防 疫 ・ 農 場 防 疫 及 び 迅 速 な 防 疫 措 置 を ４ 本 柱 と し て 、
そ れ ぞ れ の 段 階 で 取 組 を 強 化 し 、 み や ざ き の 家 畜 防 疫 の 強 靱 化 に 取 り 組
み ま す 。

－ 家 畜 防 疫 対 策 課 －

１ 重 点 目 標

① み や ざ き の 家 畜 防 疫 体 制 の 整 備 ・ 強 化
② 獣 医 師 確 保 対 策 の 強 化

２ 令 和 ５ 年 度 事 業 の 概 要

① み や ざ き の 家 畜 防 疫 体 制 の 整 備 ・ 強 化

○ 家 畜 防 疫 体 制 整 備 事 業 （ １５８㌻ ） １ ， ０ ５ ２ ， ５ ６ １ 千 円 【 防 疫 指 導 担 当 】
家 畜 伝 染 病 の 確 定 診 断 前 に 必 要 な 防 疫 措 置 の 事 前 準 備 に 係 る 経 費 及 び 豚 熱 の 予 防 的 ワ ク

チ ン 接 種 等 に 係 る 経 費 を 措 置 し 、 家 畜 伝 染 病 の ま ん 延 防 止 を 図 る 。

○ み や ざ き の 家 畜 防 疫 強 靱 化 事 業 （ １５９㌻ ） ７ １ ， １ ８ ７ 千 円 【 防 疫 指 導 担 当 】
改 正 さ れ た 家 畜 伝 染 病 予 防 法 に 対 応 す る た め 「 み や ざ き の 家 畜 防 疫 の ４ 本 柱 」 そ れ ぞ れ

の 段 階 で 強 化 を 行 う こ と に よ り 、 全 て の 農 場 に お け る 防 疫 レ ベ ル を 高 い 水 準 に 揃 え る 。

○ 地 域 と の 連 携 に よ る 家 畜 重 要 疾 病 対 策 強 化 事 業 （ １６０㌻ ）
１ ９ ， ６ ９ ８ 千 円 【 防 疫 指 導 担 当 】

ア フ リ カ 豚 熱 等 に つ い て 、 水 際 防 疫 の 徹 底 及 び 野 生 い の し し の 監 視 検 査 強 化 に よ り 、 侵
入 防 止 と 早 期 発 見 を 図 る 。
ま た 、 牛 伝 染 性 リ ン パ 腫 に つ い て 、 地 域 ぐ る み の 清 浄 化 対 策 を 推 進 し 、 畜 産 経 営 の 安 定

化 を 図 る 。

② 獣 医 師 確 保 対 策 の 強 化

○ 畜 産 の 基 盤 を 支 え る 獣 医 師 の 安 定 確 保 推 進 事 業 （ １６４㌻ ）
１ ０ ， ４ ６ ２ 千 円 【 防 疫 企 画 担 当 】

全 戸 巡 回 指 導 や 農 家 の 大 規 模 化 に 対 応 し た 防 疫 体 制 の 整 備 、 慢 性 疾 病 に 対 す る 衛 生 検 査
・ 指 導 業 務 の 増 加 な ど 、 役 割 が 増 大 し て い る 県 職 員 獣 医 師 の 人 材 確 保 対 策 の 強 化 を 図 る 。

家 畜 防 疫 対 策 課
直 通 電 話 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ １ ３ ９
Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ３ ２ ９
Ｅ － m a i l s h i n s e i - k a c h i k u b o e k i @ p r e f . m i y a z a k i . l g . j p
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家畜伝染病の確定診断前に必要な防疫措置の事前準備に係る経費、及び豚熱の予防的ワクチン接種等に係
る経費を確保し、家畜伝染病のまん延防止を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 発生前対策事業
家畜伝染病の確定診断前の事前準備に係る経費

② 初動防疫事業
家畜伝染病の確定診断後の防疫措置に係る経費

③ 豚熱まん延防止対策事業
豚熱ワクチン接種及び野生いのしし検査強化に係る経費

⑵ 事業の仕組み
①②③県

事業の概要

家畜防疫体制整備事業

平成２４年度～事業の期間

家畜防疫対策課 １，０５２，５６１千円
【財源：国庫、一般財源】
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名

み
や
ざ
き
の
家
畜
防
疫
強
靱
化
事
業

課
名

家
畜
防
疫
対

国
庫
・
県
単

策
課

１
事
業
の
目
的
・
背
景

改
正
さ
れ
た
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
対
応
し
た
家
畜
防
疫
レ
ベ
ル
を
高
位
平
準
化
す
る
た
め
、

本
県
に
お
け
る
「
み
や
ざ
き
の
家
畜
防
疫
の
４
本
柱
」
を
強
化
す
る
。

２
事
業
の
概
要

７
１
，
１
８
７
千
円

（
１
）
予

算
額

国
庫
：
５
５
，
４
９
２
千
円

一
般
財
源
：
１
５
，
６
９
５
千
円

（
２
）
財

源

令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度

（
３
）
事
業
期
間

（
公
社
）
宮
崎
県
畜
産
協
会
、
市
町
村
自
衛
防
疫
推
進
協
議
会
、
県

（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
水
際
防
疫
強
靱
化
事
業

１
，
０
５
３
千
円

ア
キ
ャ
ン
プ
場
等
で
の
畜
産
物
適
正
処
理
の
啓
発

(17
3千

円
)

イ
水
際
団
体
に
お
け
る
消
毒
等
防
疫
対
策
を
支
援

（
県
定
額
、
県
１
／
２
以
内
）

(88
0千

円
)

②
地
域
防
疫
強
靱
化
事
業

１
９
，
０
１
２
千
円

ア
防
疫
措
置
に
必
須
の
家
畜
防
疫
シ
ス
テ
ム
に
係
る
農
場
基
礎
情
報
の
収
集(
10,80

1千
円
)

イ
自
衛
防
疫
推
進
協
議
会
が
地
域
防
疫
計
画
に
基
づ
き
行
う
防
疫
活
動
を
支
援

（
県
定
額
、
県
１
／
２
以
内
）

(8,21
1千

円
)

③
農
場
防
疫
強
靱
化
事
業

５
０
，
６
７
３
千
円

ア
厳
格
化
さ
れ
た
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
普
及
と
新
基
準
に
対
応
し
た
効
果
的
な
農
場
防

疫
の
検
証

(67
3千

円
)

イ
農
場
バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
を
支
援
（
国
１
／
２
以
内
）

(
50,00

0千
円
)

④
迅
速
な
防
疫
措
置
強
靱
化
事
業

４
４
９
千
円

新
た
な
防
疫
指
針
に
対
応
し
た
防
疫
演
習
や
防
疫
研
修
会
等
の
実
施

３
事
業
効
果

既
存
の
取
組
に
加
え
、
改
正
法
に
対
応
す
る
よ
う
「
み
や
ざ
き
の
家
畜
防
疫
の
４
本
柱
」
を
強

化
す
る
こ
と
で

畜
産
経
営
の
安
定
化
に
資
す
る
。

、
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アフリカ豚熱等について、水際防疫の徹底及び野生いのししの監視検査強化により、侵入防止と早期発見
を図る。また、牛伝染性リンパ腫について、地域ぐるみの清浄化対策を推進し、畜産経営の安定化を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 水際防疫対策事業
・海外からの玄関口である宮崎空港ビルへの消毒業務委託

② 野生いのしし対策事業
・宮崎大学におけるPCR検査、家畜保健衛生所における抗体検査

③ 慢性疾病対策事業（補助率 定額）
・地域ぐるみのEBL清浄化に向けた取組支援（民間獣医師等を活用した検査体制への支援）、
家畜保健衛生所による清浄化推進のための検査

⑵ 事業の仕組み
①県 宮崎空港ビル ②県 宮崎大学 ③県 畜産協会 各地域協議会

⑶ 成果指標
アフリカ豚熱・豚熱PCR検査頭数 300頭／年

事業の概要

地域との連携による家畜重要疾病対策強化事業

令和５年度～令和７年度事業の期間

家畜防疫対策課 １９，６９８千円
【財源：国庫、一般財源】

委託 補助委託 補助
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地域との連携による家畜重要疾病対策強化事業【別紙】

牛伝染性
リンパ腫
(EBL)

アフリカ
豚熱
(ASF)

豚熱
(CSF)

○民間獣医師採材技術料の補助

○自主検査にかかる検査料の補助

○地域毎の清浄化段階に応じた
取組支援の継続

③ 慢性疾病対策事業

○空港での消毒マット等による
水際対策

○PCR検査を宮崎大学に依頼
（通年で実施する体制の構築）

○家保による抗体検査

① 水際防疫対策事業

② 野生いのしし対策事業

○継続的な取組の実施

○取組農場の清浄化

○監視体制強化による陽性野生いのしし
の早期摘発

○家保の防疫体制強化

○県内へのウイルス侵入防止を図り、
県内の畜産を守る

事業内容 成果
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飼料等の価格高騰や共済制度の見直し等が農家経営を圧迫する中、家畜疾病等の多発農場に対しコンサル
ティングを充実することで、繁殖性の向上や子牛等の事故率低減を図り、足腰の強い畜産経営を確立する。

事業の目的

家畜疾病発生低減対策支援事業新

家畜防疫対策課 １９，７５０千円
【財源：国庫（臨時交付金）】

⑴ 事業内容
① 生産獣医療パッケージ事業（補助率 １／２以内）
・繁殖牛及び搾乳牛の代謝プロファイル検査費用を支援
・豚の消耗性疾病検査費用を支援
・NOSAI獣医師による農場コンサルティング費用を支援

② 推進事務費（補助率 定額）

⑵ 事業の仕組み

①②県 NOSAI

⑶ 成果指標
事業対象となる１００農場の事故率の5%低減

事業の概要

令和５年度事業の期間

補助
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家畜疾病発生低減対策支援事業新【別紙】

生産性向上

農場コンサルティングの充実（NOSAI獣医師）

診療
回数

畜産経営

畜産経営の安定化

①生産獣医療パッケージ事業（補助率 １／２以内）

疾病多発農場の診察 健康診断 農場コンサルティング

○効果的な指導
○効率的な対策

○牛の代謝プロファイル検査
○豚の消耗性疾病検査

○繁殖障害
○疾病の多発

繁殖
成績

疾病の低減
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農

政
水

産
部
）

新
規

・
改

善
・
既

定

事
業

名
畜

産
の

基
盤
を

支
え

る
獣
医

師
の

安
定
確

課
名

家
畜

防
疫
対

保
推
進

事
業

国
庫

・
県
単

策
課

１
事
業
の

目
的

・
背
景

特
定
家

畜
伝

染
病
防

疫
指

針
に
基

づ
く

全
戸
巡

回
指
導

や
農

家
の
大

規
模

化
に
対

応
し

た
防
疫

体
制
の
整

備
、

慢
性
疾

病
に

対
す
る

衛
生

検
査

・
指
導
業

務
の

増
加
な

ど
、

県
職
員

獣
医

師
の
役

割
が
増
大

し
て

い
る
た

め
、

家
畜
防

疫
レ

ベ
ル
の

高
位
平

準
化

に
向
け

た
人

財
確
保

対
策

を
強
化

す
る
。

２
事
業
の

概
要

１
０

，
４
６
２

千
円

（
１

）
予

算
額

一
般
財

源
：
１

０
，

４
６
２

千
円

（
２

）
財

源

（
口

蹄
疫

復
興

基
金

：
１

０
，

４
６

２
千

円
）

令
和

３
年
度
～

令
和

５
年
度

（
３

）
事
業

期
間

（
公
社

）
宮
崎

県
畜

産
協
会

、
宮
崎

県
獣

医
師
確

保
推

進
協
議

会
、

県
（
４

）
事
業

主
体

（
５

）
事
業

内
容

①
安

定
確

保
対
策

事
業

（
定
額

）
５
，

６
０
２

千
円

ア
獣
医

系
大
学

生
向

け
Ｐ
Ｒ

・
獣

医
系
大

学
就

職
説
明

会
へ

の
参
加

・
獣

医
系
大

学
へ

の
出
張

講
義

イ
県
内

高
校
生

向
け

Ｐ
Ｒ

・
獣

医
師
職

業
ガ

イ
ダ
ン

ス

ウ
既
卒

者
向
け

Ｐ
Ｒ

・
求

人
サ
イ

ト
等

へ
の
求

人
情

報
掲
載

エ
イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
入

れ

オ
若
手

職
員
の

ス
キ

ル
ア
ッ

プ

②
修

学
資

金
給
付

事
業

（
１
／

２
以

内
）

４
，

８
６
０

千
円

獣
医
系

大
学
生

へ
の

修
学
資

金
の

給
付

（
国

公
立

：
月
額

10万
円
以
内

、
私

立
：
月

額
18万

円
以

内
）

３
事
業
効

果

本
県
公

務
員

獣
医
師

の
安

定
確
保

に
よ

り
、
本

県
に
お

け
る

家
畜
防

疫
レ

ベ
ル
の

高
位

平
準
化

の
維
持
が

図
ら

れ
る
。

164


